
学校番号 T3005

教科 工業 科目 機械製図 単位数 ２単位 年次 ３年次
使用教科書
副教材等

機械部品だけでなく日常的に物事の形を観察すること
部品・道具・完成品の形状が使われている場所・状態などの状況の合致しているかどうかの観察
丁寧・きれいまた迅速に描くよう努力する

機械製図　（実教出版）

１　　担当者からのメッセージ（学習方法等）

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。
学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。

a：関心・意欲・態度 ｂ：思考・判断・表現 ｃ：技能 ｄ：知識・理解

令和２年度　工業科

観
点
の
趣
旨

基礎・基本的な製図
の能力を高める

丁寧･きれいに、また
迅速に描くことがで
きる
製図通則に従って描
くことができる

機械部品の図面を
分かりやすく表す方
法を見出す

機械製品に関心を
持ち、各部品の形状
を観察し理解する

評
価
方
法

製図通則の把握
定期考査
基礎製図検定

丁寧さ
きれいさ
迅速に描くこと

積極的な授業参加
出席状況

積極的な授業参加
出席状況

寸法・寸法扶助記号の理解
寸法記号の正確な使用方法
分かり易く、丁寧な図面が描けるか

２　　学習の到達目標

３　　学習評価（評価規準と評価方法）
観
点



a b c d

ば
ね

ｄ：使用状況による継手の種類
をの違いを理解する

〇
管継手
バルブ

管

ａ：役割による違い、特徴を知
る
ｃ：丁寧な図が描ける

軸およびキー・ピン
軸継手

※表中の観点について　　　a：関心・意欲・態度　　　　b：思考・判断・表現
　　　　　　　　　　　　　　　　　 c：技能　　　　　　　　　　　　d：知識・理解

※年間指導計画（例）作成上の留意点
　・原則として一つの単元（題材）ですべての観点について評価することになるが、学習内容（小単元）の
各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付けている

Ｃ
Ａ
Ｄ
の
機
能
と
利
用

二次元ＣＡＤの基本
操作と利用
三次元ＣＡＤの基本
操作と利用
ＣＡＤ機械製図規格

〇 〇 〇

ａ：機能に興味･関心を持たせ
る
ｂ：立体をイメージすることによ
り空間把握を思考する
ｄ：基本操作を身につける

出席状況
積極的な授業参加
図面が丁寧で分かり易い
製図通則の理解度
各部品の基礎的知識が身に
ついている
定期考査
基礎製図検定

出席状況
積極的な授業参加
図面が丁寧で分かり易い
製図通則の理解度
各部品の基礎的知識が身に
ついている
定期考査
基礎製図検定

歯車の基礎
歯車製図

歯
車

ａ：それぞれの特徴を理解する
ｃ：丁寧な図が描ける

出席状況
積極的な授業参加
図面が丁寧で分かり易い
製図通則の理解度
各部品の基礎的知識が身に
ついている
定期考査
基礎製図検定

〇〇
ばね
ばね製図

ｃ：丁寧な軸製図が描ける
ｄ：公差などの基本情報を身に
つける

〇〇

ａ：使用状況により軸受けの種
類の違いに関心をもつ
ｄ：軸受けの基本知識を身につ
ける

〇〇

Vベルト伝道
チェーン伝道

軸

〇

ａ：日常で使用しているボルト・
ナットの観察
ｂ：ねじのピッチとリードを展開
図にて考える
ｃ：丁寧なねじ製図が描ける
ｄ：ねじの基本情報を身につけ
る

評価方法

４　　学習の活動

月
単
元
名

学習内容
主な評価
の観点 単元（題材）の評価規準

4

ネ
ジ

ねじの基本
ねじ製図
ボルト・ナット

〇 〇 〇

6

5

3

2

1

12

11

10

9

7
滑り軸受
転がり軸受

軸
受

ａ：歯車の役割による違いを把
握し関心をもつ
ｃ：丁寧な図が描ける

〇〇

〇〇

プ
ー
リ


